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森
しん

組
くみ

　
松
本

、
筑
南

、
筑
北

、
穂
高
町

、
あ
づ

み
の
五
つ
の
森
林
組
合
が
二
月
一
日
に
合

併
し

、

「
松
本
広
域
森
林
組
合

」
が
誕
生

し
ま
し
た

。

　
木
材
価
格
の
低
迷
が
続
く
中

、
経
営
基

盤
の
強
化
を
し
よ
う
と

、
平
成
十
年
か
ら

合
併
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た

。

　
民
有
林
管
理
面
積
が
五
万
九
千
八
百
二

十
八
㌶

、
組
合
員
数
は
一
万
二
百
六
十

人

、
出
資
金
額
が
一
億
二
千
二
百
五
十
二

万
七
千
と
な
る
県
内
屈
指
の
規
模
の
組
合

と
な
り
ま
し
た

。

　
松
本
広
域
森
林
組
合
発
足

ま
つ
も
と
広
域

新
役
員
　
紹
介

 
五
森
林
組
合
の
合
併
に
あ
た

っ
て
は
時

代
の
推
移
を
推
考
す
る
中
で

、
合
併
の
必

要
性
に
応
じ
幾
つ
か
の
課
題
を
乗
り
越
え

足
掛
け
八
年
に
わ
た
り
検
討
協
議
を
重
ね

た
結
果

、
全
て
の
検
討
項
目
の
合
意
を

得

、
合
併
と
い
う
大
き
な
目
標
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

　
こ
れ
も
偏
に
国

、
県

、
市
町
村
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
各
位
並
び
に
組
合
員
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
の
賜
で
あ
り

、
改
め
て

衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

。

　
松
本
広
域
森
林
組
合
は

、
長
野
県
の
中

部
に
位
置
し
森
林
面
積
六
万
㌶
の
資
産
を

有
し
北
ア
ル
プ
ス
連
邦
や
梓
川
な
ど
豊
で

雄
大
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
森
林
地
域

を
擁
し
て
い
ま
す

。

　
こ
れ
等
豊
富
な
地
域
資
源
を
計
画
的
な

森
林
整
備
に
よ
り
有
効
利
用
す
る
と
共

に

、
地
球
温
暖
化
の
防
止

、
国
土
の
保

全

、
水
資
源
の
涵
養

、
保
健
休
養
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す

、
ま
た
合
併
に
よ
り
効
率
的
な
経
営
の

本
質
を
確
立
し
組
合
基
盤
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
も
今
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
五
森
林

組
合
の
業
績
を
大
切
に
引
継
ぎ
特
色
あ
る

新
し
い
組
合
づ
く
り
に
努
め
る
と
共
に
更

な
る
醸
成
を
図
り
な
が
ら
一
層
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
し
次
の
世
代
に
希
望
の
持
て

る
森
林
を
引
き
継
い
で
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す

。

向井　清氏
初代組合長に
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長
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松
本
地
方
事
務
所

　
林
　
務
　
課
　
長

　
　
竹
　
内
　
　
正

　
森
林
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
と
役
職

員
の
ご
尽
力
に
よ

っ
て
今
年
二
月
に
県

下
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス

「
松
本
広
域
森
林
組

合

」
が
誕
生
し
ま
し
た

。

　
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
関
係
者
の
皆
様

の
積
極
的
な
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に

、
松
本
地
域
の
今

後
の
地
域
林
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と

し
て
積
極
的
な
事
業
展
開
が
出
来
る
組

合
で
あ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す

。

　
県
下
の
森
林
組
合
の
中
に
は

、
事
業

量
確
保
の
不
安
定
さ
か
ら
人
員
削
減

、

給
与
カ

ッ
ト
等
に
よ
り
弱
体
化
が
進
ん

で
い
る
組
合
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

。

　
し
か
し
な
が
ら

、
こ
こ
一

、
二
年
の

間
に
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

劇
的
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た

。

　
一
つ
は

、
京
都
議
定
書
の
二
酸
化
炭

素
吸
収
源
対
策
と
し
て

、
森
林
へ
の
期

待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

、

「
美
し
い

森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動

」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
国
レ
ベ
ル
で
森
林
整
備

の
推
進
が
現
実
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た

　
も
う
一
点
は

、
中
国

、
イ
ン
ド
市
場

の
拡
大
と
原
油
高
に
よ
る
外
材
事
情
の

大
き
な
変
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

。

　
昭
和
三
十
九
年
に
木
材
輸
入
の
自
由

化
が
な
さ
れ
て
以
来

、
国
産
材
の
自
給

率
が
さ
み
だ
れ
式
に
低
下
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が

、
こ
こ
数
年
そ
の
ト
レ
ン
ド

が
変
わ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た

。

　
森
林
組
合
は

、
こ
の
大
き
な
変
化
の

流
れ
の
中
で
森
林
所
有
者
の
皆
様
の
協

同
組
織
と
し
て

、
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
益
々
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
ま

い
り
ま
し
た

　
特
に
収
穫
期
を
見
据
え
た
森
林
施
業

の
た
め
に

、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

と

、
そ
の
機
械
を
巧
み
に
使
用
で
き
る

技
術
者
の
育
成
確
保

。
さ
ら
に
地
域
へ

の
定
着
が
進
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す

。

　
そ
れ
に
は

、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

の
施
業
受
託
が
安
定
的
に
行
わ
れ

、
本

来
の
森
林
組
合
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す

。
組
合
員
の
皆

様
方
の
組
合
事
業
へ
の
参
加
が

、
多
様

化
す
る
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
原
点

と
な
り

、
松
本
広
域
森
林
組
合
の
力
強

い
前
進
と
な
る
こ
と
と
確
信
し

、
今
後

益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

。

　
合
併
事
業
経
営
計
画
の
目
的
に

、
経

営
基
盤

、
資
本
及
び
執
行
体
制
を
充
実

し

、
森
林
所
有
者
及
び
林
業
従
事
者
の

社
会
的

、
経
済
的
地
位
の
向
上
と
地
域

林
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
す
る
中
で

地
区
市
町
村
の
長
期
振
興
計
画
及
び
森

林
施
業
計
画
に
基
づ
い
て
連
携
を
密
に

し

、
林
業
振
興
を
推
進
す
る
為
行
政
と

の
調
整
を
実
施
す
る
組
織
と
し
て

、
松

本
広
域
森
林
組
合
振
興
協
議
会
を
発
足

し
ま
し
た

。

　
ま
た

、
管
内
の
林
業
関
係
諸
団
体
と

連
携
を
と
り

、
相
互
に
強
調
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た

。

　
長
野
県
で
は

、
平
成
十
六
年
十
月
に

県
民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
森
林
づ

く
り
を
基
本
理
念
と
し
た

「
長
野
県
ふ

る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
条
例

」
を
制
定

し
ま
し
た

。

　
そ
し
て

、
こ
の
条
例
を
受
け
て

「

信
州
の
森
林
づ
く
り
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ

ン

」
を
策
定
し

、
平
成
二
七
年
ま
で
に

県
全
体
で
約
二
五
万
㌶
の
間
伐
を
中
心

と
し
た
森
林
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た

。

　
松
本
地
方
事
務
所
管
内
に
お
き
ま
し

て
も

、
二
万
七
千
七
百
㌶
の
森
林
を
間

伐
す
る
計
画
と
な

っ
て
お
り

、
こ
の
目

標
に
向
け
て
各
種
の
取
り
組
み
を
し
て

お
り
ま
す

。

　
こ
の
よ
う
な
な
か

、
未
だ
記
憶
に
新

し
い
昨
年
の
七
月
豪
雨
災
害
で
は

、
大

き
な
被
災
が
発
生
し
ま
し
た
が

、
森
林

の
適
切
な
整
備
の
大
切
さ
が
改
め
て
認

識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
森
林
の
整

備
を
皆
様
と
共
に
着
実
に
進
め

、
生
活

の
基
盤
で
あ
る
森
林
を
未
来
に
向
け
て

保
全
し

、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す

。

　
ま
た
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材
の

積
極
的
な
利
用
も
含
め
て

、
社
会
全
体

の
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
を
し

っ
か

り
守
り
育
て
る
た
め

、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す

。

　

（
松
本
地
方
事
務
所
　
林
務
課

）

新
生
「
松
本
広
域
森
林
組
合
」
に
期
待
す
る

プロセッサーによる造材タワーヤーダーによる搬出

　
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
搬
出
間
伐
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松
本
広
域
森
林
組
合
が
発
足
し

、
全
職
員

を
対
象
に
五
月
十
一
日
に
第
一
回
の
安
全
大

会
が
開
催
さ
れ
た

。

　
安
全
第
一
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た

労
働
安
全
大
会
で
は

、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
研
修
し
安
全
へ
の
心
構
え
を
全

員
で
再
認
識
し
た

。

森林所有者代表と契約を交わ
す

 
こ
の
度

、
松
本
市
中
山
大
久
保
山
地
籍

で
荒
廃
森
林
に
し
な
い
為
の
取
組
に
つ
い

て

、
地
元
か
ら
相
談
を
受
け

、
森
林
組
合

が
現
地
の
踏
査
・
測
量
を
し
森
林
づ
く
り

の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
関
係
各
位
の
皆
様
の
熱
意
と
ご
理
解
に

よ
り
施
業
協
定
書
の
調
印
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
評
し
ま
す

。

　
今
回
の
中
山
地
区

「
大
久
保
山

」
の
絆

の
森
整
備
事
業
に
よ
り

、
里
山
整
備
の
モ

デ
ル
に
な
る
よ
う
地
元

（
中
山
地
区
森
と

絆
を
育
む
会

）
と
一
体
と
な
り
施
業
実
施

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

、
中
信
地
域
の
森
林
整
備
の
中
核
的
な
担

い
手
と
し
て
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

や

、
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
な
が
ら

組
織
の
充
実
化
を
進
め

、
組
合
員
の
皆
様

の
山
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

。

　

スライドによる研修
各班に分かれミーティン

真剣に研修する技能職員

松本広域森林組合重点取組み

森林カルテ
作　　成

森林組合

交付金の活用

機
械
化
に
よ
る
効
率
的
作
業
の
構
築

　
　
　

間
　
伐
　
実
　
施

間
伐
手
法

等
効
率
化

計
画
樹
立

安
定
経
営

団
地
化
・
提
案
型
森
林

（
も
り

）
づ
く
り
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い
て

　
組
合
で
は

、
合
併
を
期
に
組
合
員
管

理
台
帳
の
整
理
を
し
て
き
て
お
り
ま
す

が

、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
山
へ
の

関
心
が
薄
れ
る
中
で
世
代
交
代
が
進
む

と
共
に

、
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
り

、
組
合
独
自
で
の
情
報
収

集
が
困
難
と
な

っ
て
き
て
お
り

、
組
合

員
本
人
の
意
思
表
示
が
な
い
と
正
確
な

台
帳
管
理
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

、
名
義

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
速
や
か
に
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
所
定
の
手
続
き
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す

。

 
松
本
広
域
森
林
組
の
新
総
代
の
選
出

に
つ
い
て
左
記
総
代
選
挙
日
程
に
よ
り

総
代
選
挙
規
程
に
基
づ
き
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

　
総
代
の
選
出
に
つ
き
ま
し
て
は

、
旧

組
合
単
位
で
担
当
理
事
及
び
事
務
局
で

事
前
打
合
せ
会
議
等
を
開
催
し
準
備
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

、
各
地
区
で
調

整
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

。

カラマツ・アカマツ・ヒノキ・スギ等素材丸太の価格

参
　
　
事
　
増
　
田
　
富
　
重

会
計
主
任
　
北
　
村
　
妙
　
子

総
務
課
長
　
田
　
中
　
　
　
康

事
業
課
長
　
武
　
井
　
　
　
均

本
所
総
務
課

　
事
務
員
　
千
　
邑
　
玲
　
子

　
　
〃
　
　
原
　
　
　
弥
　
生

　
事
業
課

　
主
　
任
　
山
　
本
　
健
　
太

　
　
〃
　
　
横
　
山
　
繁
　
樹

　
　
〃
　
　
薄
　
井
　
　
　
健

松
本
支
所

　
支
　
所
　
長
　
　
中
　
野
　
忠
　
夫

　
支
所
長
代
理
　
　
高
　
木
　
　
　
聡

　
主
　
　
　
任
　
　
山
　
岡
　
正
　
人

筑
南
支
所

　
支
　
所
　
長
　
　
曽
　
根
　
成
　
明

　
主
　
　
　
任
　
　
丸
　
山
　
貴
　
弘

　
技
　
術
　
員
　
　
上
　
野
　
伸
一
郎

筑
北
支
所

　
支
　
所
　
長
　
　
望
　
月
　
　
　
清

　
支
所
長
代
理
　
　
降
　
簱
　
博
　
道

　
技
　
　
　
師
　
　
清
　
水
　
直
　
幸

あ
づ
み
支
所

　
支
　
所
　
長
　
　
片
　
桐
　
　
　
浩

　
主
　
　
　
任
　
　
齋
　
藤
　
浩
　
志

　
技
　
　
　
師
　
　
飯
　
沼
　
千
賀
子

奈
川
事
業
所
長
　
　
勝
　
山
　
崇
　
史

　
順
次
技
能
職
員
の
紹
介
を
し
ま
す

。

市
売

（
七
月
十
日

）

松本広域森林組合
振 興 協 議 会

構成：市町村関係機関等


